
2025 年 3 月 8 日（土）

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地ではマナーを守って観察しましょう。

【3 月のテーマ】

（鳥の博物館学芸員）案内人：望月みずき
身近な猛禽　トビとミサゴ

北村章子（市民スタッフ）

トビ ミサゴ

　猛禽類は他の動物を食べる肉食性の鳥で、食物連鎖の頂点に立つ
存在です。他の鳥に比べて数が少なく、見かける機会も少ない鳥で
すが、その中で手賀沼で最も身近な猛禽はトビとミサゴです。生息
している環境や食べているもの、体の特徴など、どんな違いが見ら
れるでしょうか。今回は、身近な猛禽類のトビとミサゴに注目して、
どんな暮らしをしているのか、観察してみましょう。

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

観察した鳥類チェックリスト

・ツグミ科

（分類表記は鳥類目録第8版に従う）

鳥の博物館は工事のため
2025年3月31日(月)まで
長期休館しています。



比べてみよう！トビとミサゴ
　

猛禽類に会うには？

ササとタケの違いって？

モウソウチク アズマネザサ
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足の形・向き

　小鳥たちの鳴き声を注意して聞いてみましょう。猛禽類が出ると、普段と
異なる警戒声を出します。また、カモたちが空を見上げて警戒したり、いき
なり飛び立った時などは、上空に猛禽類がいるかもしれません。

猛禽類を識別チャートで見分けよう
　野外で見つけた猛禽がどの種類に当てはまるのか、順に調べてみましょう。
大きさの比較として、カラスを基準に考えると良いでしょう。姿形だけでなく、
飛び方もヒントになります。

スタート

カラスの倍ほど大きい
ゆったりと飛ぶ

カラスと同じか小さい
尾が長く見える

カラスと同サイズ
翼が長く、尾が短い

カラスより大きい
翼が細長く、尾が短い

黒く、羽ばたき
つづける

茶色か白い色
羽ばたきと滑空
をくり返す

尾の先がバチ形

尾の先が丸い
翼の先が鋭い

翼の先が丸い

カラス類

トビ

ハヤブサ類

ワシ類

ミサゴ

サシバやノスリ、
ハチクマなど

ハイタカ類

かっくう

トビの足の指は前 3 本・後ろ 1 本ですが、ミサ
ゴは外側 4 番目の指を前後どちらにも動かすこ
とができます。これを可変対趾足と言います。
魚を捕らえる時は、前 2 本・後ろ 2 本の足の向
きにして、魚をしっかりと掴んで捉えます。ま
た、ミサゴの足は鱗がトゲのように変化し、滑
り止めのようになっています。

トビ ミサゴ

生息場所

食べるもの

今日見られた場所：

よくいる環境：

餌の捕り方

体の特徴

今日見られた場所：

よくいる環境：

かへん   たいしそく

トビの足（左足） ミサゴの足（左足）

死んだ動物や魚など
人の食べもの ( パンや唐揚げなど）

魚がほとんど
ボラ、フナ、ウナギ、金魚など

翼を広げた長さ： 翼を広げた長さ：

羽の柔らかさ： 羽の柔らかさ：

上空を旋回し、死んだ動物を見つける
生きた動物のハンティングはしない
人の手から食べものを奪うこともある

水辺の上空から魚を見つけ、
急降下して魚を足で捕らえる

ミサゴの足


